
（様式１－２） 
  令和６年度 学校評価（自己評価）報告書 

雲仙市立土黒小学校 

学
校
教
育
目
標 

心豊かで，進んで学び，たくましく生きる子どもの育成  

 

（１） 進んで学ぶ子ども 

（２） 思いやりのある子ども 

（３） 最後までやりぬく子ども 

学
校
経
営
方
針 

・学級経営の充実による認め合い，支え合い，高め合う学級集団の構築 

・研修の充実による指導力の向上 

・保健体育の推進による心と体の健康増進 

・安全・安心な環境の充実による心の安定 

・インクルーシブ教育の啓発 

・働き方改革における教職員の意識の変革 

・家庭・地域との連携による地域コミュニティーの確立 

自
校
の
現
状 

○素直で明るく，優しい。登校後や休み時間等は運動場で元気に過ごす児童が多い。 

○持久走や縄跳びなどめあてをもって取り組む児童が増えている。 

○学習規律が定着し，落ち着いて学習に取り組むことができる。 

●登下校時はよく挨拶をするが，校内での挨拶については課題を指摘されることが多い。 

●活動がやや受動的であり，主体性や積極性を培うことが課題である。 

重
点
努
力
目
標 

１ 確かな学力の向上に努め，学びの目的と動機付けを重視する教育の実践 

２ 安全・安心な居場所としての学級を目指す学級経営の実践 

３ コミュニティ・スクールとして地域に開かれ，信頼される教育活動の実践 

 ※１    ※２  ※３  

領
域 

重
要
度 

番
号 評価項目（努力事項） 

指標 

（見とる方法と判断の目安） 

達
成
度 

成果又は課題 
評
価 改善策等 

教
育
課
程
の
改
善
と
充
実 

★ ① 学級経営の充実 

職員・保護者・児童によるア

ンケート肯定的回答８０％以

上 

◎ 

・学級経営が充実し，落ち着いて学習に取

り組むことができており，「主体的・対話

的で深い学び」の実現に向け，問題解決的

な授業を展開することで学習規律・学び

方が身に付いている。 

・雲仙市学力調査の結果から，基礎的な学

力の定着が概ねできていると考える。特

に，校内研修で授業研究と家庭学習の充

実に取り組んだ算数科については，全学

年で市・全国平均を上回っている。今後，

さらに結果分析を行い，補充・強化してい

く。 

・全校一斉に取り組む「すくすくポイント

カード」に継続して取り組むことで，家庭

と連携し，家庭学習への意識を高めるこ

とができた。 

・ICT 機器の活用を校内研修の授業の視点

に位置付けることで，積極的な活用が進

んだ。また，タブレット端末を活用した家

庭学習も定着してきている。 

・月１回の「読み聞かせ」や週２回の読書タ

イム，図書委員会が企画する読書ラリー

やパズルなどにより，読書意欲が向上し，

各学年の一人当たりの目標貸出冊数を９

割の児童が達成している。また，「図書室

だより」の発行や「親子１０分間読書」の

取組により，家庭読書の啓発も行うこと

ができた。 

・体力づくりマラソンやフィットネスチャ

レンジ長崎の長縄部門に挑戦すること

で，意欲的に取り組んだ。 

A 

・次年度も「主体的，対話的で深い学び」

の実現に向け，問題解決的な授業展開
とともに，ICT機器の有効的な活用につ
いても，さらに研修を充実させ，授業改

善に取り組んでいく。 
・一人一台端末を活用した家庭学習につ
いて，活用場面を広げたり，個に応じた

学習内容の選択ができるようにしたり
することで，主体的に取り組むことが
できる児童を育てたい。 

・学年や児童の実態に応じた本を読むこ
とができるように図書室の環境を整え
るとともに，「９文学」の本を積極的に

読むことができるようにする。また，家
庭での読書推進を図るため，「読み聞か
せ」や読書週間の取組など，年間を通し

て読書に親しむ取組を行っていく。 
・長縄跳びや短縄跳び，体力づくりマラ
ソン等，積極的に体力づくりに取り組

む児童が増えているので，体力テスト
の結果を基に引き続き取組を充実させ
ていく。 

 

② 思いやりのある心の育成  

職員・保護者・児童によるア

ンケート肯定的回答８０％以

上 

◎ 

 

③ 
「主体的，対話的で深い学び」の

実現へ向かう指導・支援 

職員によるアンケート肯定的

回答８０％以上 

研究授業全員年１回以上 

◎ 

★ ④ 学力向上の推進 

職員・保護者・児童によるア

ンケート肯定的回答８０％以

上 

市学力調査で全学年全国平均

以上 

◎ 

 

⑤ 
読書活動の推進と家庭での読書の

啓発 

職員・保護者・児童によるア

ンケート肯定的回答８０％以

上 

月に１０冊以上 

◎ 

 

⑥ 健やかでたくましい体づくり 

職員・保護者・児童によるア

ンケート肯定的回答８０％以

上 

体育集会の開催 

◎ 

安
全
・
安
心
な
学
校
づ
く
り
の
推
進 

 

① 健康教育の推進 

職員・保護者・児童によるア

ンケート肯定的回答８０％以

上 

齲歯治療率７０％以上 

残食（９０ｋｇ以下） 

◎ 

・齲歯治療について，学校だよりや保健だ
よりなどに記載するとともに，学校保健
委員会で議題に挙げることにより，治療
を促すことができた。 

・安全点検を確実に行い，修繕が必要な個
所については早急に対応できた。 

・いじめアンケートを毎月行うことで，児
童の悩みを早期に発見し，対応すること
で，長期化することなく解決した。 

・登校を渋りがちな児童については，共通
理解を行い，スクールカウンセラーや主
任児童委員と連携しながら対応すること
ができた。また，保護者との面談におい
て，別室登校やオンライン学習等，柔軟な
対応についても提案し，進めることがで
きた。 

・定期的な面談により家庭との連携がとれ
た。また，外部機関との連携により，児童
理解が深まった。 

A 

・メディア利用時間による生活習慣の改
善及び意識の持続を図るため，次年度
もメディア講習会を行うことで児童が

自己の生活を振り返り，改善できるよ
うにする。また，学校保健委員会の更な
る充実や家庭への啓発活動を行ってい

く。また，学校保健委員会を中心とし
て，保護者の主体的な学びや活動につ
なげていく。 

・いじめの予防・早期発見・早期解決がで
きるよう，次年度もいじめアンケート
を有効に活用できるようにする。 

・保護者面談を引き続き充実させるとと
もに，ＳＣや外部機関との連携を更に
強化していく。 

★ ② 安全・安心な教育環境の確保 

職員・保護者・児童によるア

ンケート肯定的回答８０％

以上 

◎ 

 

③ 
生活指導，教育相談の充実（いじ

めや問題行動，不登校対策） 

職員・保護者・児童によるア

ンケート肯定的回答８０％

以上 

いじめアンケート 

（月に１回） 

◎ 

 

④ 特別支援教育の充実 

職員・保護者・児童によるア

ンケート肯定的回答８０％

以上 

◎ 

働
き
方
改
革
の
推
進 

 

① 働きやすい職場づくり 

超過勤務月４５時間，年間３６

０時間以内 

働き方改革の広報 

◎ 

・退庁時刻の明確化，ICT活用等により，
計画的・効率的な業務遂行に向けた工
夫・改善を意識付けることができた。退
庁時刻が早まり，過勤務月４５時間，年
間３６０時間以内が達成できた。 

・服務規律のチェックを定期的に行うこと
で，意識を保つことができた。 

・学校便りや学級通信，ホームページなど
により，家庭や地域への情報発信がで
き，学校への理解が深まった。 

A 

・次年度も校務支援システムやICT活用
により，計画的・効率的な業務遂行に

むけた工夫・改善を行うとともに，地
域人材の活用についても模索してい
く。 

・服務規律の徹底については，今後も時
機を捉えることや自分事として考え
られるようにすることで，高い意識を

保っていく。 

★ ② 
家庭・地域との連携による地域コ

ミュニティーの確立 

職員・保護者・児童によるア

ンケート肯定的回答８０％

以上 

◎ 

※１ 重点努力目標に関わる評価項目に★をつける。 

※２ 各評価項目の達成度を，指標をもとに，◎（十分に達成できた），○（概ね達成できた），△（あまり達成できなかった），▲（全く達成できなかった）で評価する。 

※３ 各領域全体を，評価項目の達成度をもとに，Ａ（十分に達成できた），Ｂ（概ね達成できた），Ｃ（あまり達成できなかった），Ｄ（全く達成できなかった）で評価する。 


